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ツル類のねぐら環境への啓発看板

1

対象

河川敷の利用者

看板のサイズ

A1（594×841ミリ）を想定

看板の記載内容

ツル類の河川でのねぐら利用の
写真を示し、看板を見た方にツル
類への関心を持ってもらえるよう、
ナベヅルの解説を加えた。

吉野川の河川区域において、ツル類のねぐら環境への⽴ち⼊りの配慮を求める啓発看板の設置に向けた検討を進めています。

啓発看板（案）

目的

吉野川では、ナベヅルが砂洲をねぐらに利用することが確認されているが、落ち鮎漁や遊漁、散歩等での人の立ち入り、また四駆車や
オートバイ等の乗り入れによって、ナベヅルが飛去してしまうという問題が指摘されている。河川敷の利用者に対して啓発看板を設置し、ツ
ル類が飛来する10月～翌年3月の人や車両の河川敷への立ち入りの配慮を求める。



啓発看板の設置箇所の候補
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啓発看板の設置は、｢吉野川流域コウノトリ・ツルの舞う⽣態系ネットワーク全体構想｣で、ツル類のねぐらの拠点事業候補
地として位置づけられている以下の箇所のうち、「ツル4」、「ツル5」、「ツル6」、「ツル9」を想定しています。


